
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）

西

山

史

朗

〔
抄

録
〕

本
稿
は
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
か
ら
鎌
倉
中
期
ま
で
の
期
間
に
お

け
る
近
衛
府
の
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛

の
官
人
の
補
任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る

既
存
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
に
つ
い
て
は
す
で
に
近
衛
府
大
将
・
中
将
・

少
将
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
、
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状

況
を
ま
と
め
た
も
の
が
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
れ
ら
の
欠
を
補
い
、
研
究
の
進

展
の
助
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
全
体
の
う
ち
、
近
衛
府
が
成
立
し
た

天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
か
ら
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
ま
で
の
期
間
の

近
衛
府
将
監
の
補
任
状
況
を
ま
と
め
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

平
安
期
・
近
衛
府
・
下
級
官
人
・
補
任

一
、
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
に
つ
い
て

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
は
、
近
衛
府
が
成
立
し
た
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）

か
ら
鎌
倉
中
期
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
近
衛
府
の
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・

番
長
・
案
主
・
府
掌
・
近
衛
の
官
人
の
補
任
状
況
を
調
査
・
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
上
、
ま
ず
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）

〜
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
ま
で
の
近
衛
府
将
監
在
職
者
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す

る
。
残
り
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

近
衛
府
官
人
の
補
任
に
つ
い
て
は
、
市
川
久
編
『
近
衞
府
補
任１

）

』
な
ら
び
に
、
笹

山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官
人
・
舎
人

そ
の
（
一
）」
及

び
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官
人
・
舎
人

そ
の
（
二２

）

）」
が
あ
る
。

『
近
衞
府
補
任
』
は
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
か
ら
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
ま

で
の
左
右
近
衛
府
大
将
・
中
将
・
少
将
の
補
任
状
況
を
掲
載
し
、「
左
右
近
衛
府

官
人
・
舎
人
補
任
表
」
は
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
か
ら
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）

ま
で
の
左
右
近
衛
府
の
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
掲
載
す
る
。
前

者
は
平
安
初
期
か
ら
鎌
倉
初
期
ま
で
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
掲
載
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す
る
が
、
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
に
つ
い
て
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
者
で

は
、
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
掲
載
す
る
が
、
掲
載
時
期
は
長
保

二
年
（
一
〇
〇
〇
）
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両
補
任
と
も
左
右
近
衛
府
が

成
立
し
た
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
以
降
を
掲
載
時
期
の
上
限
と
し
て
お
り
、
左
右

近
衛
府
成
立
以
前
の
近
衛
府
に
所
属
す
る
官
人
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
。

本
補
任
で
は
右
記
補
任
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
補
う
形
で
、『
近
衞
府
補
任
』

に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
調
査
し
、
ま
た

「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
長
保
二
年
（
一
〇

〇
〇
）
以
降
の
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
整

理
し
た
。

な
お
本
補
任
で
は
、
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
を
近

衛
府
の
下
級
官
人
と
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
区
分
は
笹
山
氏
に
よ
る
近
衛
府
大

将
・
中
将
・
少
将
を
上
級
官
人
、
近
衛
府
将
監
以
下
を
下
級
官
人
と
す
る
理
解
に

従
っ
た
も
の
で
あ
る３

）

。

本
稿
の
内
容
が
史
料
読
解
や
近
衛
府
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
史
料
の
見
落
と
し
や
、
内
容
の
錯
誤
・
脱
落
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

大
方
の
ご
教
示
、
ご
批
正
を
乞
い
、
今
後
更
な
る
内
容
の
充
実
、
確
実
性
を
高
め

て
い
き
た
い
。

二
、
近
衛
府
と
近
衛
府
下
級
官
人

近
衛
府
は
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
に
授
刀
衛
を
改
め
て
成
立
し
た
令
外
官

で
あ
り４

）

、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
従
来
の
近
衛
府
を
左
近
衛
府
に
、
中
衛
府
を

右
近
衛
府
と
改
め
て
、
左
右
近
衛
府
が
成
立
し
た５

）

近
衛
府
の
う
ち
、
大
将
・
次
将
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
は
、
笹
山
晴
生
氏６

）

、
北

山
良
雄
氏７

）

に
よ
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
摂
関
家
や
村
上
源
氏
に
よ
る
大
将

職
の
独
占
状
況
や
、
次
将
が
公
卿
へ
の
昇
進
コ
ー
ス
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

た
状
況
が
指
摘
さ
れ
、
近
衛
府
上
級
職
は
栄
誉
職
化
し
て
い
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。

近
衛
府
将
監
以
下
の
下
級
官
人
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
は
、
笹
山
晴
生
氏
に
よ

り
、
左
右
近
衛
府
が
成
立
し
た
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
か
ら
長
保
二
年
（
一
〇
〇

〇
）
に
至
る
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る８

）

。
氏
は
、
特
定
の
氏

族
が
そ
れ
ぞ
れ
左
右
近
衛
府
い
ず
れ
か
の
府
に
所
属
し
、
の
ち
に
世
襲
的
に
近
衛

府
下
級
官
人
に
就
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
実
態
を
指
摘
す
る
。

ま
た
中
原
俊
章
氏
は
、
近
衛
府
官
人
の
う
ち
、
随
身
を
輩
出
す
る
氏
族
と
し
て

著
名
な
下
毛
野
氏
や
秦
氏
な
ど
を
中
心
に
、
平
安
期
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況

及
び
世
襲
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、
各
氏
族
の
近
衛
府
官
人
お
よ
び
随
身

の
補
任
状
況
や
、
随
身
と
し
て
仕
え
る
主
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る９

）

。

さ
ら
に
中
原
氏
は
、
主
に
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
下
毛
野
氏
系
図
』
及

び
『
秦
氏
系
図
』
を
中
心
に
、
両
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
を
追
っ
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
で
随
身
の
存
在
形
態
や
活
動
の
実
態
、
随
身
を
世
襲
す
る
氏
族
と
権
門
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
、
近
衛
府
官
人
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
、
近
衛
府
の
組
織
運
営
の
在
り
方

に
注
目
し
た
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
笹
山
氏
は
、
十
世
紀
の
朱
雀
・
村
上
朝
期
よ
り
近
衛
府
の
軍
事
的
意
義
は

低
下
し
て
い
き
、
官
司
と
し
て
の
統
一
的
機
能
も
喪
失
し
て
い
っ
た
と
指
摘
す
る10

）

。

し
か
し
、
軍
事
的
意
義
の
み
に
焦
点
を
当
て
た
笹
山
氏
に
よ
る
近
衛
府
の
評
価
に
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対
し
て
、
下
向
井
氏
ら
に
よ
る
批
判
的
な
指
摘
も
あ
る
。
そ
れ
は
近
衛
府
の
儀
礼

に
お
け
る
役
割
を
評
価
す
べ
き
と
い
う
指
摘
で
あ
り
、「
宮
廷
儀
礼
演
出
機
関
」

と
し
て
近
衛
府
を
捉
え
る
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
と
く
に
鳥
谷
智
文

氏
、
齋
藤
拓
海
氏
ら
に
よ
り
、
そ
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
進
め
ら
れ11

）

、「
宮
廷
儀

礼
演
出
機
関
」
と
し
て
の
近
衛
府
運
営
の
実
態
に
つ
い
て
、
栄
誉
職
と
評
価
さ
れ

る
近
衛
府
大
将
・
次
将
の
近
衛
府
上
級
官
人
の
み
な
ら
ず
、
近
衛
府
下
級
官
人
で

あ
る
年
預
・
庁
頭
ら
に
よ
っ
て
儀
礼
の
運
営
を
は
じ
め
と
し
た
近
衛
府
運
営
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る12

）

。

以
上
の
よ
う
に
、
近
衛
府
の
下
級
官
人
を
対
象
と
し
た
研
究
が
進
み
、
軍
事
的

活
動
以
外
の
下
級
官
人
の
活
動
実
態
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
笹

山
氏
の
指
摘
す
る
近
衛
府
の
統
一
的
機
能
の
問
題
や
、
特
定
氏
族
が
近
衛
官
職
を

世
襲
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
よ
う13

）

。
例
え
ば
特
定
氏

族
に
よ
る
官
職
世
襲
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
井
上
幸
治
氏
が
「
な
ぜ
そ
の
氏
族
が

そ
の
家
業
を
世
襲
で
き
、
ま
た
定
着
し
え
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
家
業
と
し
て
技
能
・
知
識
を
世
襲
的
に
継
承
し
て
い

っ
た
氏
族
で
も
、
す
べ
て
が
存
続
し
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い14

）

」
と
指
摘
す
る
点

は
、
官
職
を
世
襲
す
る
氏
族
全
般
に
共
通
し
た
問
題
で
あ
り
、
近
衛
府
官
人
も
例

外
で
は
な
い
。

官
司
組
織
及
び
組
織
内
の
各
職
に
ど
の
よ
う
な
階
層
の
人
物
が
在
職
し
て
い
た

の
か
、
ま
た
組
織
に
所
属
す
る
各
職
官
人
の
活
動
実
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
さ
ら
に
官
司
内
に
お
け
る
官
職
の
世
襲
状
況
、
世
襲
要
因
に
つ
い
て
、

そ
し
て
組
織
統
制
の
内
実
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
古
代
・

中
世
に
お
け
る
近
衛
府
の
構
成
及
び
構
成
員
の
活
動
実
態
や
変
化
を
検
討
し
考
察

す
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
前
述
の
問
題
に
つ
い
て
変
遷
を
追
っ
て
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
期
に
お
け
る
近
衛
府
の
統
制
の
内
実
や
官
司
・
官

人
の
性
質
或
い
は
朝
廷
（
貴
族
社
会
）・
幕
府
（
武
家
社
会
）
な
ど
に
よ
っ
て
求

め
ら
れ
た
官
司
・
官
人
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
本
補
任
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
既
存
の
近
衛
府
官
人
補

任
の
補
完
を
目
指
す
と
と
も
に
、
前
述
の
官
司
の
構
成
或
い
は
構
成
員
の
変
化
及

び
そ
の
要
因
や
、
官
人
の
世
襲
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
を
鑑
み

て
、
そ
の
前
提
作
業
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
凡
例

①
補
任
表
は
左
右
近
衛
府
の
う
ち
、
将
監
・
将
曹
・
医
師
・
府
生
・
番
長
・
案

主
・
府
掌
・
近
衛
の
官
人
の
補
任
状
況
を
官
職
ご
と
の
項
目
に
記
し
た
も
の
で

あ
る
（
表
①
）。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
、
天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
〜
天
仁

二
年
（
一
一
〇
九
）
の
期
間
に
お
け
る
将
監
在
職
者
を
ま
と
め
て
い
る
。

②
左
右
近
衛
府
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
い
る
か
が
不
詳
の
場
合
は
、「
左
右
不
詳
」

の
項
目
に
記
し
た
。
ま
た
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
「
左
近
衛
府
」・「
右
近

衛
府
」
が
成
立
す
る
ま
で
は
「
近
衛
府
」
単
一
の
組
織
で
あ
り
、
天
平
神
護
元

年
（
七
六
五
）
〜
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
の
期
間
に
お
け
る
補
任
状
況
は
便
宜

上
「
左
右
不
詳
」
の
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。

③
人
物
の
表
記
に
つ
い
て
、
位
階
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は

〔 〕
内
に
記
載
し
、
位

階
が
不
明
の
場
合
は

〔―〕
と
記
載
し
た
。
加
階
の
記
述
が
あ
る
場
合
は
加
階
後
の

位
階
を
記
載
、
備
考
に
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
。

④
在
職
で
あ
る
、
或
い
は
そ
う
思
わ
れ
る
場
合
は
「
在
」、
新
た
に
任
じ
ら
れ
た
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場
合
は
「
任
」、
す
で
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
「
故
」

を
備
考
欄
内
先
頭
に
記
載
し
た
。

⑤
兼
官
、
兼
職
が
あ
る
場
合
は
備
考
に
記
載
し
た
。
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
事

項
を
備
考
に
記
載
し
た
。

⑥
出
典
の
記
載
は
（『
史
料
名
』
年
月
日
）
で
示
し
、
閏
月
は
○
枠
で
示
し
た
。

基
本
的
に
そ
の
年
の
初
見
の
月
日
を
記
載
し
た
が
、
初
見
以
降
に
お
い
て
よ
り

詳
細
な
所
属
、
経
歴
な
ど
の
記
述
が
確
認
で
き
る
場
合
は
そ
の
月
日
を
記
載
し
た
。

⑦
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は
（

）
内
に
記
載
し
、
ま
た
一
部
の
史
料
名
に
つ
い
て
は

以
下
の
通
り
略
記
し
た
。
な
お
、
史
料
の
う
ち
古
記
録
史
料
の
名
称
に
つ
い
て

は
、
大
日
本
古
記
録
、
史
料
大
成
、
史
料
纂
集
収
録
の
古
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
称
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
が
、
群
書
類
従
、
歴
代
残
闕
日
記
、
史
料
紹
介

な
ど
に
収
録
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
一
人
物
の
日
記
で

も
、
日
記
の
名
称
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合
が
多
い
た
め
、
便
宜
的
に
記
主
の

名
前
を
冠
し
て
『
○
○
卿
記
』、「
○
○
公
記
」
と
記
載
し
た
。

略
記
一
覧：

『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』（『
歌
仙
』）、『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』（『
中

歌
』）、『
古
今
和
歌
集
目
録
』（『
古
今
』）、『
東
大
寺
要
録
』（『
要

録
』）、『
東
大
寺
続
要
録
』（『
続
録
』）、『
公
卿
補
任
』（『
公
卿
』）、

『
楽
所
補
任
』（『
楽
所
』）、『
大
間
成
文
抄
』（『
大
間
』）、『
魚
魯
愚

鈔
』（『
魚
魯
』）、『
朝
野
群
載
』（『
朝
野
』）、『
御
産
記

寛
弘
六
年

十
一
月15

）

』（『
御
産
』）、『
白
河
上
皇
高
野
御
幸
記
』（『
白
河
』）、『
寛

治
二
年
記
』（『
寛
治
』）、『
妙
音
院
相
国
白
馬
節
会
次
第
』（『
妙
音

院
』）、『
平
安
遺
文
』（『
平
遺
』）、『
続
日
本
紀
』（『
続
紀
』）、『
日

本
後
紀
』（『
後
紀
』）、『
続
日
本
後
紀
』（『
続
後
紀
』）、『
文
徳
天
皇

実
録
』（『
文
徳
』）、『
日
本
三
代
実
録
』（『
三
代
』）、『
醍
醐
天
皇
御

記
』（『
醍
醐
』）、『
村
上
天
皇
御
記
』（『
村
上
』）、『
類
聚
国
史
』

（『
類
国
』）、『
扶
桑
略
記
』（『
略
記
』）、『
本
朝
世
紀
』（『
世
紀
』）、

『
日
本
紀
略
』（『
紀
略
』）、『
吏
部
王
記
』（『
吏
部
』）、『
貞
信
公
記
』

（『
貞
信
』）、『
親
信
卿
記16

）

』（『
親
信
』）、『
御
堂
関
白
記
』（『
御
堂
』）、

『
小
右
記
』（『
小
右
』）、『
左
経
記
』（『
左
経
』）、『
平
行
親
記
』（『
行

親
』）、『
定
家
朝
臣
記
』（『
定
家
』）、『
江
記
逸
文
集
成17

）

』（『
江
逸
』）、

『
土
右
記
』（『
土
右
』）、『
水
左
記
』（『
水
左
』）、『
時
範
記18

）

』（『
時

範
』）、『
重
憲
記
』（『
重
憲
』）、『
栄
昌
記
』（『
栄
昌
』）、『
後
二
条

師
通
記
』（『
師
通
』）、『
朝
隆
卿
記19

）

』（『
朝
隆
』）、『
忠
通
公
記
』

（『
忠
通
』）、『
長
秋
記
』（『
長
秋
』）、『
雅
実
公
記
』（『
雅
実
』）、

『
中
右
記
』（『
中
右
』）、『
平
知
信
朝
臣
記
』（『
知
信
』）、『
兵
範
記
』

（『
兵
範
』）、『
山
槐
記
』（『
山
槐
』）

⑧
表
作
成
に
あ
た
っ
て
、
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官

人
・
舎
人
そ
の

一
）
」（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六
一
、
一
九

七
五
）、「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官
人
・
舎
人
そ
の

二
）
」

（『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
学
科
紀
要
』
六
六
、
一
九
七
八
）
も
参
照
し
た
。

⑨
人
物
比
定
に
つ
い
て
、
刊
本
史
料
上
で
は
、
姓
或
い
は
名
が
同
名
同
音
の
場
合
、

人
物
の
混
同
が
考
え
ら
れ
る
事
例
が
有
り
、
ま
た
姓
名
い
ず
れ
か
の
記
載
が
無

い
場
合
な
ど
は
、
編
纂
者
に
よ
っ
て
人
物
な
ら
び
に
姓
名
の
同
定
・
推
定
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
疑
問
無
し
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
。
本
補
任
で
は
『
群
書
系

図
部
集20

）

』、「
楽
家
系
図21

）

」
及
び
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
秦
氏
系
図
』・

『
下
野
氏
系
図
』
所
収
の
諸
氏
系
図
、『
平
安
人
名
辞
典

長
保
二
年

』、『
平
安

一
八
二

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）（
西
山
史
朗
）



人
名
辞
典

康
平
三
年

上
』、『
平
安
人
名
辞
典

康
平
三
年

下22
）

』、『
平
安
時
代

史
事
典23

）

』、『
蔵
人
補
任24

）

』、『
外
記
補
任25

）

』
も
参
照
し
姓
名
の
推
定
を
行
い
、
備

考
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
。

〔
注
〕

1
）
市
川
久
編
『
近
衞
府
補
任

第
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
二
）、
同

『
近
衞
府
補
任

第
二
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）

2
）
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官
人
・
舎
人

そ
の
（
一
）

」（『
東
京
大
学
経
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
六
十
一
、
一
九
七
五
）、
同
「
左
右

近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官
人
・
舎
人

そ
の
（
二
）

」（『
東
京
大
学

経
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
六
十
六
、
一
九
七
八
）。
以
下
本
稿
で
は
、
笹
山
氏
作

成
の
補
任
は
ま
と
め
て
「
左
右
近
衛
府
官
人
・
舎
人
補
任
表

下
級
官
人
・
舎

人
」
と
表
記
す
る
。

3
）
笹
山
晴
生
「
平
安
前
期
の
左
右
近
衛
府
に
関
す
る
研
究
」（
坂
本
太
郎
博
士
還
暦

記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集
』
下
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）、
同

「
左
右
近
衛
府
上
級
官
人
の
構
成
と
そ
の
推
移
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会

編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
所
収
）。
い
ず
れ

も
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
）
に
再
収
。

た
だ
し
こ
こ
で
の
近
衛
府
上
級
官
人
・
下
級
官
人
の
区
分
は
、
栄
誉
職
的
な

意
味
合
い
が
大
き
い
と
理
解
さ
れ
る
近
衛
府
大
将
・
中
将
・
少
将
、
す
な
わ
ち

近
衛
府
上
級
官
人
に
対
し
て
の
将
監
以
下
の
近
衛
府
下
級
官
人
と
い
う
区
分
で

あ
る
。
近
衛
府
下
級
官
人
の
補
任
状
況
を
確
認
す
る
と
、
将
監
以
下
の
下
級
官

人
内
に
お
い
て
も
加
階
や
転
任
・
遷
任
の
昇
進
状
況
に
差
が
み
ら
れ
る
。

将
監
以
下
の
近
衛
府
官
人
の
補
任
状
況
を
概
観
す
る
と
、
将
監
の
帯
す
る
位

階
は
五
位
・
六
位
で
あ
り
、
と
く
に
五
位
将
監
は
「
左
近
大
夫
」・「
右
近
大
夫
」

（
叙
爵
後
、
将
監
を
離
任
し
た
者
）、「
大
夫
将
監
」
と
称
さ
れ
る
。
将
監
を
経
験

し
て
の
ち
他
官
職
へ
遷
任
し
最
終
的
に
は
従
四
位
下
或
い
は
従
四
位
上
ま
で
昇

る
者
も
い
る
。
そ
の
た
め
厳
密
に
は
、
極
位
を
四
位
と
す
る
諸
大
夫
層
（
中
級

官
人
）、
極
位
を
五
位
或
い
は
六
位
と
す
る
侍
品
層
（
下
級
官
人
）
の
う
ち
、
将

監
は
諸
大
夫
層
す
な
わ
ち
中
級
官
人
に
あ
た
る
。
ま
た
将
曹
の
場
合
は
帯
す
る

位
階
は
正
六
位
上
で
あ
り
、
一
部
の
楽
人
・
舞
人
を
除
い
た
将
曹
経
験
者
は
将

監
へ
の
転
任
、
他
官
職
へ
の
遷
任
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
将
曹
以
下
近
衛
は

侍
品
す
な
わ
ち
下
級
官
人
に
あ
た
る
。

4
）『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
甲
子
（
三
日
）
条
。

5
）『
日
本
後
紀
』
大
同
二
年
四
月
己
卯
（
二
十
二
日
）
条
。

6
）
笹
山
前
掲
註

３
）。

7
）
北
山
良
雄
「
平
安
中
・
後
期
の
公
卿
の
補
任
状
況
」（『
古
代
文
化
』
三
九

五
、

一
九
八
七
）

8
）
笹
山
晴
生
「
毛
野
氏
と
衛
府

高
橋
富
雄
氏
の
『
平
安
時
代
の
毛
野
氏
』
を
め
ぐ

っ
て

」（『
日
本
歴
史
』
一
八
六
、
一
九
六
三
）
の
ち
同
『
日
本
古
代
衛
府
制
度

の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
）
に
再
収
。

9
）
中
原
俊
章
「
中
世
随
身
の
存
在
形
態

随
身
家
下
毛
野
氏
を
中
心
に
し
て

」

（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
六
十
七
、
一
九
七
五
）、
同
『
中
世
公
家
と
地
下
官
人
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）。

10
）
笹
山
前
掲
註

３
）。

11
）
下
向
井
龍
彦
「
書
評

笹
山
晴
生
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』」（『
法
制
史

研
究
』
三
七
、
一
九
八
七
）、
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
近
衛
府
府
務

運
営
の
一
考
察

『
小
右
記
』
を
中
心
と
し
て

」（『
史
学
研
究
』
一
九
九
、
一

九
九
三
）、
同
「
王
朝
国
家
期
に
お
け
る
近
衛
府
大
将
の
役
割

『
小
右
記
』
を

中
心
と
し
て

」（『
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』
三
六
、
二
〇
〇
一
）、

齋
藤
拓
海
「
近
衛
府
と
競
馬
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
七
一
、

二
〇
一
一
）。
ま
た
、
平
安
後
期
以
降
の
府
務
運
営
に
つ
い
て
近
衛
府
庁
頭
の
役

割
を
中
心
に
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
齋
藤
拓
海
「
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
近

衛
府
庁
頭
と
そ
の
職
掌
」（『
史
学
研
究
』
二
七
四
、
二
〇
一
二
）
が
あ
る
。

12
）
鳥
谷
、
齋
藤
前
掲
註

11
）。
ま
た
、
近
衛
府
府
務
運
営
や
官
人
の
活
動
実
態
に

つ
い
て
の
研
究
と
し
て
、
佐
々
木
恵
介
「『
小
右
記
』
に
お
け
る
摂
関
期
近
衛
府

の
政
務
運
営
」（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集

下
巻
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
所
収
）、
鈴
木
裕
之
「「
吉
上
」
に
つ
い
て

平
安
中
後

期
の
衛
府
活
動
実
態
の
一
端

」（『
日
本
古
代
学
』
五
、
二
〇
一
三
）、「「
宿

一
八
三

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
六
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）



直
・
陣
見
参
・
月
奏
」
考

左
右
近
衛
府
の
下
級
官
人
・
職
員
の
勤
務
管
理

」

（『
明
治
大
学
文
学
部
・
文
学
研
究
科

学
術
研
究
論
集
』
五
、
二
〇
一
五
）、

「
摂
関
期
に
お
け
る
左
右
近
衛
府
の
内
裏
夜
行
と
宿
直

夜
間
警
備
と
貴
族
認
識

」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
五

六
、
二
〇
一
六
）
が
あ
る
。

13
）
近
衛
府
の
統
一
的
機
能
の
喪
失
と
い
う
評
価
に
対
し
て
は
、
近
年
鈴
木
「
摂
関

期
に
お
け
る
左
右
近
衛
府
の
内
裏
夜
行
と
宿
直

夜
間
警
備
と
貴
族
認
識

」（
前

掲
註

12
））
に
お
い
て
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

14
）
井
上
幸
治
「
家
業
と
官
職
の
関
係
」（『
京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要
』
二
二
、
二

〇
〇
九
）
の
ち
同
『
古
代
中
世
の
文
書
管
理
と
官
人
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一

六
）
に
再
収
。

15
）
石
田
実
洋
「
東
山
御
文
庫
本
『
御
産
記

寛
弘
六
年
十
一
月
』（
小
右
記
）
の
紹

介
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究

第
一
輯
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇

〇
三
）
所
収
）。

16
）
佐
藤
宗
諄
先
生
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『『
親
信
卿
記
』
の
研
究
』（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
五
）。

17
）
木
本
好
信
編
『
江
記
逸
文
集
成
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
）。

18
）
宮
崎
康
光
「
資
料
紹
介
『
時
範
記
』
承
徳
三
年
夏
」（『
書
陵
部
紀
要
』
三
二
、

一
九
八
一
）、
同
「
資
料
紹
介
『
時
範
記
』
永
長
二
年
冬
上
」（『
書
陵
部
紀
要
』

三
八
、
一
九
八
七
）

19
）
木
本
好
信
「『
朝
隆
卿
記
』
逸
文
集
成
稿
（
一
）」（『
龍
谷
史
壇
』
一
四
二
、
二

〇
一
六
）。

20
）『
群
書
系
図
部
集
』
一
〜
七
（
続
群
諸
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
）。

21
）「
楽
家
系
図
」（『
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成

三
』
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
一
九

九
八
）。

22
）
槇
野
廣
造
『
平
安
人
名
辞
典

長
保
二
年

』（
高
階
書
店
、
一
九
九
三
）、
同

『
平
安
人
名
辞
典

康
平
三
年

上
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
）、
同
『
平
安
人
名

辞
典

康
平
三
年

下
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
）。

23
）『
平
安
時
代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
）。

24
）
市
川
久
編
『
蔵
人
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
九
）。
補
任
表
中
で

は
『
蔵
人
』
と
略
記
し
た
。

25
）
井
上
幸
治
『
外
記
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
四
）。
補
任
表
中
で

は
『
外
記
』
と
略
記
し
た
。

に
し
や
ま

し
ろ
う

文
学
研
究
科
歴
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

指
導
教
員：

佐
古

愛
己

准
教
授
）

二
〇
一
七
年
十
月
二
日
受
理

【
近
衛
府
下
級
官
人
補
任
表

】

表
①

9c ～
12c

に
お
け
る
左
右
近
衛
府
管
制
表

区
分

官
職

総
称

位
階

左
右
合
計
員
数

随
身
・
権
随
身

庁
頭

年
預

大
将

―
正
・
従
二
位
(従

三
位
)

2(2)
上
級
職

中
将

次
将

正
三
位
～
従
四
位
(従

四
位
下
)

2～
6(2)

―
少
将

従
四
位
下
～
従
五
位
(正

五
位
下
)

4～
8(4)

将
監

官
人

従
五
位
～
正
六
位
(従

六
位
上
)

8～
(8)

(○
)

―
○

将
曹

官
人

従
五
位
～
従
七
位
(従

七
位
下
)

16～
(8)

○
○

―
医
師

―
従
五
位
～
正
六
位
(正

八
位
)

1～
(2)

―
―

下
級
職

府
生

官
人

正
六
位
上
～
従
七
位

20～
(12)

○
○

○
番
長

13～
(12)

○
案
主

物
節

確
認
で
き
ず

4～
―

―
府
掌

5～
○

近
衛

―
従
八
位
～
大
初
位
・

位
27～

(400)
○

駕
興
丁

―
―

白
丁
・
仕
丁

・
左
表
は
『
近
衞
府
補
任
』、『

公
卿
補
任
』、

各
古
記
録
を
参
照
し
て
作
成
し
た
。

・
区
分
の
項
に
つ
い
て
は
、
笹
山
晴
生
氏
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』（

東
京
大
学
出
版
会
、
1985）

に
お
け
る
近
衛
府
内
に
お
け
る
官
職
格
差
に
関
す
る
理
解
に
従
っ
て
区
分
し
て
い
る
。

・
位
階
お
よ
び
左
右
合
計
員
数
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
階
は
史
料
よ
り
確
認
で
き
る
位
階
の
範
囲

を
記
載
し
、
ま
た
左
右
合
計
員
数
に
つ
い
て
は
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
最
低
限
の
人
数
を
記
載
し
た
。

（
）
内
は
、
古
藤
真
平
「
中
衛
府
・
近
衛
府
官
員
制
度
の
再
検
討
」（

角
田
文
衛
先
生
傘
寿
記
念
会
編

『
古
代
世
界
の
諸
相
』
晃
洋
書
房
、
1993所

収
）
に
お
い
て
復
元
さ
れ
た
弘
仁
格
式
制
時
の
左
右
近
衛
府

の
官
員
制
を
参
照
し
た
。

な
お
、
９
c
以
前
の
近
衛
府
官
職
の
う
ち
、
案
主
は
長
徳
４
年
(998)に

、
府
掌
は
元
慶
５
年
(881)に

み
え
る
の
が
史
料
上
で
の
初
見
で
あ
る
。

・
総
称
の
項
は
、
各
古
記
録
に
お
い
て
近
衛
府
の
各
職
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
総
称
さ
れ
て
い
た
か
を

記
載
し
た
。
詳
し
く
は
佐
々
木
恵
介
「『

小
右
記
』
に
み
る
摂
関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」（

笹
山
晴
生
先

生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集

下
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
1993収

）
を
参
照
。

・
随
身
、
庁
頭
、
年
預
の
項
に
つ
い
て
は
、
近
衛
府
官
人
が
兼
帯
す
る
職
務
の
有
無
に
つ
い
て
示
し
た
。

一
八
四

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）（
西
山
史
朗
）



左
右
近
衛
府
将
監

和
暦
(西

暦
)

左
近
衛
将
監

備
考
･出

典
右
近
衛
将
監

備
考
･出

典
左
右
不
詳

備
考
･出

典

天
平
神
護
2年

(766)

賀
茂
諸
雄〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
伊
勢
員
外
介
。(『

続
紀
』天

平
神
護

2･3･26)

和
気
清
麻
呂〔

従
五
位
下
〕

任
：
神
護
の
初
め
、将

監
に
遷
任
。(『

後
紀
』

延
暦
18･2･21)

神
護
景
雲
元
年
(767)

吉
備
泉〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
大
学
員
外
助
。(『

続
紀
』神

護
景
雲

1･2･27)

神
護
景
雲
2年

(768)
弓
削
御
浄
広
方〔

従
五
位
下
〕
在
：
兼
武
蔵
介
。(『

続
紀
』神

護
景
雲
2･4･

11)

神
護
景
雲
3年

(769)
紀
船
守〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
紀
伊
介
。(『

続
紀
』神

護
景
雲
3･3･

10)

宝
亀
2年

(771)
紀
船
守〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
但
馬
介
。(『

続
紀
』宝

亀
2･③

･朔
)

宝
亀
10年

(779)
吉
弥
候
横
刀〔

外
従
五
位
下
〕
任
：
(『
続
紀
』宝

亀
10･9･4)

延
暦
3年

(784)
筑
紫
広
嶋〔

外
従
五
位
下
〕

任
：
兼
播
磨
大
掾
。(『

続
紀
』延

暦
3･3･14)

延
暦
4年

(785)
池
原
綱
主〔

外
従
五
位
下
〕

任
：
(『
続
紀
』延

暦
4･10･8)

筑
紫
広
嶋〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
(『
続
紀
』延

暦
4･2･2)

大
同
2年

(807)に「
左
近
衛
府
」･「

右
近
衛
府
」が

成
立
す
る
ま
で
は「

近
衛
府
」単

一
の
組
織
で
あ
る
た
め
、天

平
神
護
元
年
(765)～

大
同
元
年
(806)

の
期
間
で
は
左
･右

の
区
別
は
な
い
。便

宜
上「

左
右
不
詳
」の

項
目
に
ま
と
め
て
記
載
し
た
。

延
暦
6年

(787)
坂
上
田
村
麻
呂〔

従
五
位
下
〕
在
：
兼
内
匠
助
。(『

続
紀
』延

暦
6･3･22)

延
暦
7年

(788)
入
間
広
成〔

外
従
五
位
下
〕

任
：
も
と
物
部
姓
。(『

続
紀
』延

暦
7･2･14)

延
暦
8年

(789)
池
原
綱
主〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
兼
下
総
大
掾
。(『

続
紀
』延

暦
8･2･5)

延
暦
10年

(791)

池
原
綱
主〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
常
陸
大
掾
。(『

続
紀
』延

暦
10･1･

22)/同
延
暦
10･4･5、住

吉
朝
臣
の
姓
を
賜

う
。

出
雲
祖
人〔

正
六
位
下
〕

在
：
宿
禰
の
姓
を
賜
う
。(『

続
紀
』延

暦
10･

9･19)

延
暦
14年

(795)
住
吉
綱
主〔

従
五
位
上
〕

在
：
従
五
位
下
→
従
五
位
上
。延

暦
20卒

、
近
衛
･将

曹
･将

監
を
歴
任
。(『

紀
略
』、『

類
国
』延

暦
14･10･28)

延
暦
16年

(797)
三
諸
綿
麻
呂〔

従
五
位
下
〕

任
：
(『
後
紀
』延

暦
16･10･27)

多
入
鹿〔

―
〕

在
：
(『
紀
略
』大

同
1･3･17)

大
同
元
年
(806)

紀
縄
麿〔

―
〕

在
：
(同

上
)

紀
百
継〔

従
五
位
下
〕

在
：
越
後
介
。(『

後
紀
』大

同
1･1･28)

大
同
4年

(809)

良
岑
安
世〔

従
五
位
下
〕

任
：
4月

、左
衛
士
大
尉
よ
り
右
近
将
監
に

遷
任
す
る
。6月

叙
爵
、同

月
右
近
衛
権
少
将

に
転
任
。(『

公
卿
』弘

仁
7)

朝
野
鹿
取〔

―
〕

任
：
左
少
史
よ
り
右
近
将
監
に
遷
任
す
る
。

翌
年
蔵
人
。(『

公
卿
』天

長
10)

弘
仁
年
間

甘
南
備
高
直〔

―
〕

任
：
弘
仁
の
初
め
に
遷
任
。(『

続
後
紀
』承

和
3･4･18)

弘
仁
元
年
(836)

紀
清
成〔

―
〕

在
：
(『
紀
略
』弘

仁
1･9･11)

弘
仁
4年

(813)
橘
氏
公〔

―
〕

任
：
11月

左
衛
門
大
尉
よ
り
右
近
将
監
に

遷
任
し
、同

月
還
昇
。翌

年
蔵
人
。弘

仁
6年

叙
爵
、左

衛
門
佐
に
遷
任
。(『

公
卿
』天

長
10)

一
八
五

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
六
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）



弘
仁
5年

(814)
住
吉
豊
継〔

従
七
位
下
〕

在
：
(『
後
紀
』弘

仁
5･1･8)

弘
仁
7年

(816)

滋
野
貞
雄〔

―
〕

在
：
兼
掃
部
助
。天

長
4年

従
五
位
下
。(『

三
代
』貞

観
1･12･22)

興
世
書
主〔

―
〕

任
：
弘
仁
7･2に

将
監
に
遷
任
。(『

文
徳
』嘉

祥
3･11･6)

文
室
秋
津〔

従
五
位
下
〕

任
：
右
馬
助
よ
り
左
近
将
監
に
遷
任
す
る
。

翌
年
甲
斐
守
。(『

公
卿
』天

長
7)

天
長
年
間

藤
原
春
津〔

―
〕

任
：
天
長
の
初
め
将
監
に
任
ず
。(『

三
代
』

貞
観
1･7･13)/翌

年
叙
爵
。

天
長
元
年
(824)

藤
原
岳
守〔

―
〕

任
：
(『
文
徳
』仁

寿
1･9･26)

天
長
10年

(833)
藤
原
富
士
麻
呂〔

―
〕

任
：
権
将
監
。(『

続
後
紀
』嘉

承
3･2･16)

承
和
年
間

紀
有
常〔

―
〕

在
：
兼
近
江
権
少
掾
。(『

三
代
』元

慶
1･1･

23)

承
和
2年

(835)
伊
吉
豊
宗〔

―
〕

在
：
(『
続
後
紀
』承

和
2･9･13)

承
和
8年

(841)
在
原
業
平〔

―
〕

任
：
承
和
14年

、蔵
人
に
任
ず
。嘉

祥
年
間
、

叙
爵
。貞

観
5年

左
兵
衛
佐
に
任
ず
。(『

歌
仙
』)

承
和
12年

(845)
在
原
業
平〔

―
〕

任
：
右
近
将
監
よ
り
転
任
か
。嘉

祥
2年

叙
爵
。貞

観
4年

左
兵
衛
権
佐
に
任
ず
。(『

古
今
』)

嘉
祥
3年

(850)
紀
有
常〔

―
〕

任
：
左
兵
衛
大
尉
･蔵

人
よ
り
左
近
将
監
に

任
ず
。同

年
、兼

近
江
権
少
掾
。仁

寿
元
年
叙

爵
、左

馬
助
に
任
ず
。(『

古
今
』)

藤
原
良
尚〔

―
〕

任
：
権
将
監
。(『

三
代
』元

慶
1･3･10)

仁
寿
年
間

坂
上
瀧
守〔

―
〕

任
：
仁
寿
の
初
め
、将

監
に
転
ず
。(『

三
代
』

元
慶
5･11･9)

藤
原
大
津〔

正
五
位
下
〕

任
：
兼
備
前
守
。(『

文
徳
』斉

衡
1･10･9)

斉
衡
元
年
(854)

藤
原
山
陰〔

従
五
位
下
〕

在
：
権
将
監
。叙

爵
。(『

三
代
』天

安
2･11･

7)

文
室
道
世〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

文
徳
』斉

衡
1･8･17)

天
安
2年

(858)
小
野
春
風〔

―
〕

任
：
右
衛
門
少
尉
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。

貞
観
6年

武
蔵
介
に
任
ず
。(『

古
今
』)

貞
観
元
年
(859)

神
門
氏
成〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』貞

観
1･11･

19)
多
自
然
麻
呂〔

外
従
五
位
下
〕
在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』貞

観
1･11･

19)

紀
正
守〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。兼

美
作
権
大
掾
。(『

三
代
』貞

観
1･11･19)

貞
観
2年

(860)
肩
野
道
主〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。兼

土
佐
権
掾
。(『

三
代
』貞

観
2･11･16)

貞
観
4年

(862)

安
倍
比
高〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
(『
三
代
』貞

観
4･1･7)

紀
継
則〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
4･1･7)

藤
原
高
藤〔

―
〕

任
：
貞
観
7年

蔵
人
。翌

年
兼
美
濃
権
大
掾
。

貞
観
10年

叙
爵
、翌

年
播
磨
権
介
。(『

公
卿
』

寛
平
6)

貞
観
5年

(863)
橘
弟
房〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
5･1･7)

金
刺
貞
長〔

正
六
位
上
〕

在
：
大
朝
臣
の
姓
を
賜
う
。(『

三
代
』貞

観
5･9･5)

貞
観
6年

(864)
安
倍
三
寅〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
(『
三
代
』貞

観
6･1･7)

布
勢
冬
雄〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
6･1･7)

貞
観
8年

(866)

藤
原
房
雄〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
8･1･7、10･25)

長
田
利
世〔

正
七
位
下
〕

在
：
同
日
、正

七
位
下
→
外
従
五
位
下
。

(『
三
代
』貞

観
8･1･7)

藤
原
有
実〔

―
〕

任
：
翌
年
正
月
、蔵

人
。2月

兼
讃
岐
権
掾
。

貞
観
10年

、兵
部
少
輔
。(『

公
卿
』元

慶
6)

一
八
六

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）（
西
山
史
朗
）



平
正
範〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
9･1･7)

上
毛
野
上
長〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
9･1･7)

貞
観
9年

(867)

藤
原
房
雄〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
紀
伊
守
。(『

三
代
』貞

観
9･1･12)

道
嶋
村
嶋〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』貞

観
9･1･

7)

藤
原
(名

不
詳
)〔
従
五
位
下
〕
在
：
兼
讃
岐
権
掾
。(『

平
遺
』152)

貞
観
10年

(868)
丹
波
嗣
茂〔

正
六
位
上
〕

在
：
(『
三
代
』貞

観
10･7･9)

藤
原
高
藤〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
10･1･7)

藤
原
有
実〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』貞

観
10･1･7)

貞
観
11年

(869)

丹
波
嗣
茂〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』貞

観
11･1･

7)
藤
原
高
藤〔

従
五
位
下
〕

在
：
兼
播
磨
権
介
。(『

三
代
』貞

観
11･2･

16)

伴
安
雄〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(同

上
)

和
薬
弟
歳〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』貞

観
11･1･

7)

貞
観
14年

(872)
丹
波
嗣
茂〔

従
六
位
上
〕

在
：
(『
三
代
』貞

観
14･8･朔

)

貞
観
15年

(873)
櫻
井
田
部
豊
貞〔

正
六
位
上
〕
在
：
(『
三
代
』貞

観
15･12･2)

元
慶
元
年
(877)

下
毛
野
給〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
1･1･朔

)
佐
伯
是
雄
継〔

外
従
五
位
下
〕
在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
1･1･

朔
)

藤
原
茂
蔭〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
1･11･21)

良
岑
晨
省〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。兼

美
濃
権
少
掾
。(『

三
代
』元

慶
1･11･21)

在
原
載
春〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
(『
三
代
』元

慶
3･11･25)

武
射
助
守〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
3･11･

25)

元
慶
3年

(879)
浅
井
筑
紫
雄〔

外
従
五
位
下
〕
在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
3･1･

7)
丹
波
助
麻
呂〔

外
従
五
位
下
〕
在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
3･1･

7)

藤
原
恒
興〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
3･1･7)

元
慶
6年

(882)
忍
海
山
下〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
6･1･

7)
御
春
種
実〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
6･1･7)

元
慶
7年

(883)
丈
部
氏
良〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
7･1･

7)
平
群
春
雄〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
7･1･

7)

大
蔵
広
勝〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。(『

三
代
』元

慶
8･2･

22)/同
8･3･9、出

雲
権
介
。

藤
原
安
制〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
8･2･22)

壬
生
益
成〔

―
〕

任
：
左
近
か
。仁

和
2年

兼
播
磨
権
少
掾
、同

3年
叙
爵
。翌

年
遠
江
介
に
任
ず
。(『

古
今
』)

元
慶
8年

(884)
紀
益
国〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
8･11･25)

源
忠
相〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
8･11･27)

藤
原
連
並〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』元

慶
8･2･22)/同

8･
3･9、左

馬
助
。

山
口
連
松〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。兼

備
前
掾
。(『

三
代
』元

慶
8･

11･25)

仁
和
2年

(886)
藤
原
是
蔭〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』仁

和
2･1･7)

藤
原
有
命〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

三
代
』仁

和
3･1･7)

在
原
遠

口
〔
正
六
位
上
〕

在
：
(『
略
記
』仁

和
3･6･29)

仁
和
3年

(887)
壬
生
益
成〔

外
従
五
位
下
〕

在
：
叙
外
従
五
位
下
。兼

播
磨
権
少
掾
。

(『
三
代
』仁

和
3･1･7)

良
岑
時
実〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。兼

周
防
掾
。(『

三
代
』仁

和
3･1･

7)

私
万
福〔

正
六
位
上
〕

在
：
(『
三
代
』仁

和
3･7･17)

寛
平
2年

(890)
良
岑
衆
樹〔

―
〕

任
：
左
馬
権
大
允
よ
り
左
近
将
監
に
遷
任

す
る
。寛

平
7年

兼
春
宮
主
馬
首
。以

降
、播

磨
少
掾
、越

前
大
掾
な
ど
を
兼
任
し
、寛

平
9

年
蔵
人
、右

兵
衛
佐
。(『

公
卿
』延

喜
17)

寛
平
6年

(894)
藤
原
恒
佐〔

―
〕

任
：
兼
蔵
人
か
。翌

年
叙
爵
。寛

平
10年

信
濃
権
介
、昌

泰
元
年
右
馬
助
。(『

公
卿
』延

喜
15)

寛
平
8年

(896)
素
性〔

―
〕

在
ヵ
：「

素
性
或
阿

梨
。俗

官
左
近
将

監
」。(『

古
今
』)

一
八
七

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
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寛
平
9年

(897)

藤
原
忠
房〔

―
〕

任
：
正
月
左
兵
衛
尉
に
、7月

蔵
人
に
、同

月
左
近
将
監
に
任
ず
。昌

泰
3年

兼
近
江
権
掾
。

延
喜
元
年
叙
爵
、翌

年
備
前
介
に
任
ず
。延

喜
4年

2月
、左

兵
衛
尉
に
任
ず
。(『

中
歌
』、

『
古
今
』)

藤
原
後
蔭〔

―
〕

任
：
大
蔵
大
丞
･蔵

人
よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。延

喜
2年

叙
爵
、越

中
介
に
任
ず
。翌

年
左
馬
助
に
任
じ
、同

7年
左
兵
衛
佐
に
任
ず
。

(『
古
今
』)

延
喜
6年

(906)
尾
張
遠
望〔

―
〕

在
：
(『
村
上
』応

和
3･5･15、『

小
右
』長

和
3･5･17)

延
喜
9年

(908)
紀
淑
人〔

―
〕

任
：
同
年
、蔵

人
。同

11年
兼
備
前
権
大
掾
。

同
13年

叙
爵
。同

21年
右
兵
衛
佐
に
任
ず
。

(『
古
今
』)

友
高
尚〔

―
〕

在
：
馬
允
に
遷
任
す
る
。「
是
例
也
」と

あ
り
。(『

魚
魯
』別

録
巻
第
七「

次
任
衛
府
者
」)

延
長
2年

(924)
藤
原
朝
忠〔

―
〕

任
：
翌
年
東
宮
蔵
人
に
任
ず
。延

長
4年

東
宮
御
給
に
よ
り
叙
爵
。同

年
侍
従
に
任
ず
。

(『
公
卿
』天

暦
6、『

歌
仙
』)

延
長
3年

(925)
藤
原
朝
正〔

―
〕

在
：
(『
吏
部
』延

長
3･11･20、『

要
略
』巻

二
十
八
年
中
行
事
十
一
月
)

源
俊〔

―
〕

在
：
(『
吏
部
』延

長
3･11･20、『

要
略
』巻

二
十
八
年
中
行
事
十
一
月
)

延
長
4年

(926)
小
子
利
実〔

―
〕

在
：
(『
吏
部
』延

長
4･10･1)

延
長
5年

(927)
小
子
利
実〔

―
〕

在
：
左
近
将
監
か
。(『

貞
信
』延

長
5･4･29)

源
俊〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

吏
部
』延

長
5･2･10)

延
長
7年

(929)
藤
原
有
相〔

―
〕

任
：
左
兵
衛
尉
よ
り
左
近
将
監
に
遷
任
す

る
。翌

年
蔵
人
。承

平
2年

近
江
少
掾
。(『

公
卿
』天

暦
9)

承
平
6年

(936)
山
邊
衆
樹〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』承

平
6･7･28)

承
平
7年

(937)
宇
自
可
有
友〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』承

平
7･8･28)

天
慶
元
年
(938)

宇
自
当
用〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
1･9･8)

天
慶
4年

(941)

藤
原
中
孚〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
4･9･13)

藤
原
元
輔〔

―
〕

任
：
右
衛
門
少
尉
よ
り
左
近
将
監
に
遷
任

す
る
。天

慶
6年

蔵
人
、昇

殿
、侍

従
。天

暦
2

年
左
兵
衛
佐
。(『

公
卿
』天

禄
3)

天
慶
5年

(942)

上
道
守
代〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･21)

蔵
垣
秋
実〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･28)

藤
原
中
孚〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･9)

平
安
直〔

―
〕

在
：
(『
吏
部
』天

慶
5･4･21、同

5･11･29、
『
要
略
』巻

二
十
八
年
中
行
事
十
一
月
)

天
慶
7年

(944)
上
道
守
代〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

慶
7･5･3)

平
在
寛〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

慶
7･5･3)

天
慶
8年

(945)
上
道
守
代〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

慶
8･1･5)

播
磨
文
仲〔

―
〕

在
：
御
鷹
飼
。(『

吏
部
』天

慶
8･1･5)

播
磨
当
樹〔

(六
位
)〕

在
：
(『
九
暦
』天

慶
8･10･-)

天
慶
9年

(946)

尾
張
能
種〔

―
〕

在
：
大
舎
人
。(『

九
暦
』天

慶
9･4･28)

紀
紀
之〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

慶
9･4･28)

橘
恒
平〔

―
〕

任
：
帯
刀
長
よ
り
右
近
将
監
に
遷
任
す
る
。

天
暦
2年

播
磨
権
大
掾
。(『

公
卿
』永

観
元
)

天
暦
4年

(950)

藤
原
中
孚〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
4･9･25)

三
嶋
実
祥〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

暦
4･⑤

･2)
上
毛
野
公
■〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

暦
4･7･27)

播
磨
文
仲〔

―
〕

在
：
将
曹
の
誤
り
か
。(『

世
紀
』天

慶
4･11･

5)

上
道
守
代〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･21)

建
部
春
則〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･11)

天
慶
5年

(951)
藤
原
元
輔〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･27)

平
安
直〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･21、『

要
略
』巻

二
十
八
年
中
行
事
十
一
月
)

一
八
八

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
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西
山
史
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藤
原
中
孚〔

―
〕

在
：
(同

上
)

蔵
垣
秋
実〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』天

慶
5･4･28)

天
暦
7年

(953)
藤
原
方
儀〔

―
〕

在
：
(『
九
暦
』天

暦
7･10･5、『

要
略
』巻

十
四
年
中
行
事
九
月
)

天
徳
元
年
(957)

播
磨
公
仲〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･4･16)

天
徳
4年

(960)
源
時
中〔

―
〕

任
：
右
衛
門
尉
よ
り
右
近
将
監
に
遷
任
。翌

年
叙
爵
。応

和
2年

讃
岐
権
介
、侍

従
。康

保
3

年
右
兵
衛
佐
。(『

公
卿
』寛

和
2)

応
和
3年

(963)
尾
張
安
居〔

―
〕

在
：
(『
村
上
』応

和
3･5･15、『

小
右
』長

和
3･5･17)

康
保
2年

(965)
多
公
用〔

―
〕

在
：
(『
村
上
』康

保
2･7･21)

尾
張
安
居〔

―
〕

在
：「

右
近
将
監
」。(『

紀
略
』康

保
2･3･5)

康
保
4年

(967)
源
重
之〔

―
〕

任
：
前
坊
帯
刀
長
。十

月
、左

近
将
監
に
任

じ
、同

月
、兄

能
正
右
近
少
将
に
任
ず
る
に

よ
り
、左

近
将
監
に
転
任
。11月

叙
爵
。天

延
2年

相
模
権
介
に
任
じ
、同

3年
左
馬
助
に
任

ず
。(『

歌
仙
』)

安
和
元
年
(968)

藤
原
時
光〔

―
〕

任
：
右
兵
衛
尉
よ
り
左
近
将
監
に
遷
任
す

る
。天

禄
元
年
叙
爵
、天

禄
3年

美
作
介
。

(『
公
卿
』天

延
4)

藤
原
懐
遠〔

―
〕

任
：
右
衛
門
少
尉
よ
り
右
近
将
監
に
遷
任

す
る
。翌

年
叙
爵
。安

和
3年

侍
従
。天

延
2年

少
納
言
。(『

公
卿
』寛

和
2)

安
和
2年

(969)
藤
原
懐
遠〔

―
〕

在
：
大
神
祭
使
。(『

紀
略
』安

和
2･4･6)

天
禄
3年

(972)
藤
原
実
方〔

―
〕

任
：
故
左
大
臣
(藤

原
在
衡
)給

二
合
に
よ

り
左
近
将
監
に
任
ず
。翌

年
叙
爵
。天

延
2年

侍
従
に
、天

元
元
年
に
右
兵
衛
尉
に
任
ず
。

(『
中
歌
』)

播
磨
広
光〔

―
〕

在
：
(『
親
信
』天

禄
3･4･7、同

3･8･11)

天
延
元
年
(973)

源
任〔

―
〕

在
：
(『
吏
部
』天

延
1･2･21、同

1･6･20)
播
磨
広
光〔

―
〕

在
：
(『
親
信
』天

延
1･2･10)

藤
原
正
家〔

―
〕

在
：
(『
親
信
』天

延
1･6･11)

天
延
2年

(974)
物
部
行
忠〔

―
〕

任
：
権
将
監
に
任
ず
。。(『

親
信
』天

延
2･4･

10)/大
神
祭
使
。(同

2･4･11)

貞
元
元
年
(976)

藤
原
惟
親〔

―
〕

任
：
左
兵
衛
尉
よ
り
遷
任
。(『

紀
略
』貞

元
1･4･5)

天
元
5年

(982)
源
遠
理〔

―
〕

在
：
出
家
。(『

紀
略
』天

元
5･6･2、『

小
右
』

同
5･6･3)

播
磨
貞
理〔

―
〕

在
：
大
神
祭
使
。(『

小
右
』天

元
5･4･16)

藤
原
長
能〔

―
〕

任
：
永
観
元
年
正
月
停
任
。(『

中
歌
』)

永
観
元
年
(983)

藤
原
長
能〔

―
〕

任
：
永
観
元
年
正
月
、右

近
将
監
を
停
任
さ

れ
る
も
同
年
八
月
左
近
将
監
に
任
ず
。寛

和
2年

兼
近
江
少
掾
。永

延
2年

図
書
頭
に
任

ず
。(『

中
歌
』)

永
観
2年

(984)

藤
原
頼
■〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』永

観
2･11･14)

小
野
為
信〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』永

観
2･10･19)

藤
原
長
能〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。(『

小
右
』永

観
2
･
1
1
･
1
8
、『
蔵

人
』)

播
磨
貞
理〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』永

観
2･11･17)/「

依
追
捕
賞

蒙
使
宣
旨
例
」に

上
が
る
。(『

中
右
』長

治
1･

7･9)

寛
和
元
年
(985)

粟
田
秀
蔭〔

―
〕

在
：
(『
小
右
寛
和
1･1･18』)

小
野
為
信〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

小
右
』寛

和
1･2･4)

永
延
元
年
(987)

藤
原
ヵ
行
成〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』永

延
1･6･12)

永
延
2年

(988)
源
ヵ
信
親〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
の
勤
に
よ
り
位
記
請
印
。

(『
小
右
』永

延
2･11･19)
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源
為
規〔

―
〕

在
：
解
却
す
。(『

小
右
』永

祚
1･6･12)

秦
興
蔚〔

―
〕

在
：
大
原
野
近
衛
府
使
。(『

小
右
』永

祚
1･

2･4)

源
信
■
(親

ヵ
)〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』永

祚
1･4･20)

永
祚
元
年
(989)

下
毛
野
重
行〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』永

祚
1･4･28)

源
能
信〔

―
〕

在
：
解
却
す
。(『

小
右
』永

祚
1･6･12)

藤
原
昌
時〔

―
〕

在
：
解
却
す
。(同

上
)

正
暦
4年

(993)
文
屋
重
職〔

―
〕

在
：
不
参
に
よ
り
解
任
。(『

世
紀
』正

暦
4･

7･21)
下
毛
野
重
行〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』正

暦
4･3･29)

正
暦
5年

(994)
大
春
日
春
近〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』正

暦
5･4･14)

長
徳
元
年
(995)

下
毛
野
重
行〔

―
〕

在
：
御
鷹
飼
。(『

小
右
』長

徳
1･1･28、同

1･
2･17)/「

播
磨
大
掾
正
六
位
上
下
毛
野
公
重

行
」(年

不
詳
)。(『

大
間
』第

五「
諸
衛
兼

国
」)

長
徳
2年

(996)
秦
友
正〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

徳
2･8･9)

長
徳
3年

(997)
藤
原
泰
通〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。(『

蔵
人
』、『

権
記
』長

徳
3･7･

30、11･22、12･13)

(姓
不
詳
)信

真〔
―
〕

在
：
(『
権
記
』長

徳
3･7･30)

藤
原
泰
通〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。(『

蔵
人
』、『

権
記
』長

徳
4･1･

18)
大
春
日
春
近〔

―
〕

在
：「

春
延
」に

つ
く
る
。(『

権
記
』長

徳
4･

1･18)/右
近
将
監
。(『

権
記
』同

5･4･14)

長
徳
4年

(998)
尾
張
兼
時〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

徳
4･12･17)

源
雅
通〔

―
〕

任
：
権
将
監
。「
以
故
左
大
臣
男
一
度
所

任
」。(『

権
記
』長

徳
4･12･16)

藤
原
基
頼〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

徳
4･12･17)

長
保
元
年
(999)

尾
張
兼
時〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』長

保
1･4･19)/(『

権
記
』同

1･10･21)

長
保
2年

(1000)
藤
原
永
家〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

御
堂
』、『

権
記
』長

保
2･2･

11)
秦
友
正〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
2･4･17)

中
臣
嘉
武〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
2･7･27)

藤
原
兼
貞〔

―
〕

在
：
(同

上
)

源
実
仲〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
3･1･29)

長
保
3年

(1001)
中
臣
嘉
武〔

―
〕

在
：
大
原
野
使
。(『

権
記
』長

保
3･2･1)

播
磨
保
信〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
3･10･19)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
5･4･21)

山
弘
忠〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』長

保
5･4･13)

長
保
5年

(1003)
平
朝
親〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

権
記
』長

保
5･2･7)

播
磨
保
信〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
5･4･21)

尾
張
兼
時〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』寛

弘
1･2･5、同

1･5･27)
中
臣
嘉
武〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
6･1･4、『

御
堂
』寛

弘
1･

5･27)
寛
弘
元
年
(1004)

平
有
光〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
6･1･5)

源
重
頼〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』長

保
6･1･5)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
吉
田
祭
使
。(『

権
記
』長

保
6･4･23)

寛
弘
2年

(1005)
中
臣
嘉
武〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

弘
2･1･15、2･20)/権

随
身
。(『

小
右
』同

2･10･19)
御
春
興
光〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

弘
2･3･20)

平
朝
親〔

―
〕

在
：
吉
田
祭
使
。(『

小
右
』寛

弘
2･4･23)

寛
弘
3年

(1006)
尾
張
兼
時〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』寛

弘
3･8･17)

菅
原
為
職〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』寛

弘
3･8･17)

寛
弘
4年

(1007)
尾
張
兼
時〔

―
〕

在
：
人
長
。(『

権
記
』寛

弘
4･2･29)
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寛
弘
5年

(1008)
藤
原
親
業〔

―
〕

在
：
雑
色
、蔵

人
。(『

御
堂
』寛

弘
5･1･11)

凡
河
内
有
宗〔

―
〕

在
：
権
随
身
。(『

小
右
』寛

弘
5･12･28)

尾
張
兼
時〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』寛

弘
6･11･22、12･4)/(『

御
産
』)

寛
弘
6年

(1009)
高
階
資
平〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』寛

弘
6･2･4)

多
武
文〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』寛

弘
6･12･29)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
御
産
』)

寛
弘
7年

(1010)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
権
記
』寛

弘
7･11･19)

菅
原
輔
時〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』寛

弘
7･7･27)

菅
原
為
職〔

―
〕

在
：
参
河
守
菅
原
為
理
死
去
お
よ
び
成
功

第
一
に
よ
り
参
河
守
に
任
ず
。(『

御
堂
』寛

弘
7･3･30)

平
惟
光〔

従
五
位
下
ヵ
〕

在
：
(『
権
記
』寛

弘
8･10･16)

藤
原
親
業〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』寛

弘
8･4･13、『

小
右
』同

8･
8･11)

寛
弘
8年

(1011)
身
人
部
仲
重〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

弘
8･9･16、『

権
記
』寛

弘
8･10･19)

源
頼
清〔

―
〕

在
：
元
の
如
く
昇
殿
を
許
す
。(『

権
記
』寛

弘
8･12･25)

身
人
部
仲
重〔

―
〕

在
：
藤
原
兼
任
の
代
と
し
て
吉
田
祭
使
を

勤
む
。(『

小
右
』長

和
1･4･27)/同

1･5･3。/
久
し
く
年
預
を
勤
む
。こ

の
年
死
去
。(『

小
右
』長

和
2･5･4)

藤
原
兼
任〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
1･4･27)

長
和
元
年
(1012)

播
磨
保
信〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』長

和
1･11･17)/年

預
に
任

ず
。(『

小
右
』同

1･8･27)
源
重
季〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
1･4･29)

下
毛
野
公
助〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
1･8･27)

多
武
文〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』長

和
2･9･16)

藤
原
ヵ
敦
親〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』長

和
2･4･23)

平
致
道〔

―
〕

在
：
大
神
祭
使
を
辞
す
。(『

小
右
』長

和
2･

3･25、『
世
紀
』長

和
2･4･1)

藤
原
親
国〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』長

和
2･8･10)

下
毛
野
公
助〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
2･9･16)

藤
原
兼
任〔

従
五
位
下
〕

在
：
巡
爵
。(『

小
右
』長

和
2･1･6)

長
和
2年

(1013)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』長

和
2･8･16)

藤
原
親
業〔

(六
位
)〕

在
：
殿
上
。(『

世
紀
』、『

小
右
』長

和
2･4･

23、『
御
堂
』同

2･8･10)
下
毛
野
公
助〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
2･1･6)/南

海
道
相
撲

使
。(『

小
右
』同

2･7･21)

物
部
武
能〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

小
右
』長

和
2･2･5)/

大
日
本
古
記
録
本
で
は
多
武
吉
と
す
る
が
、

『
小
右
』長

和
3･5･16、「

将
曹
多
武
吉
」と

あ
る
の
で
誤
り
か
。

播
磨
保
信〔

―
〕

在
：
(『
世
紀
』長

和
2･5･4、『

御
堂
』長

和
2･

9･16)/御
馬
騎
(『
小
右
』長

和
2･1･6)/以

後
、近

衛
府
諸
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
散
見

さ
れ
る
。

藤
原
頼
行〔

―
〕

在
：
19日

殺
害
さ
れ
る
。(『

小
右
』長

和
2･

1･20)

茨
田
ヵ
公
友〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

小
右
』長

和
2･2･29)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
平
致
道
の
代
官
と
し
て
大
神
祭
使
を

勤
む
。(『

小
右
』長

和
2･3･25)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』長

和
2･9･16)

藤
原
親
国〔

―
〕

在
：「

叙
位
者
也
」と

あ
り
。(『

小
右
』長

和
3･1･7)

藤
原
親
業〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
に
任
ず
。(『

小
右
』長

和
3･1･10、

『
蔵
人
』)/大

原
野
祭
使
を
す
で
に
2度

奉
仕

す
。(『

小
右
』同

3･2･3)
菅
原
輔
時〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
3･2･3)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
3･4･6)

播
磨
保
信〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
3･1･14)/大

原
野
祭
使

を
す
で
に
2度

奉
仕
す
る
も
、替

と
し
て
こ

の
年
も
大
原
野
祭
使
を
奉
仕
す
る
。(『

小
右
』同

3･2･3)

長
和
3年

(1014)
茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
3･2･1)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
、1度

奉
仕
す
る
こ
と
あ

り
。ま

た
去
年
冬
、吉

田
祭
使
奉
仕
す
る
。

(『
小
右
』長

和
3･2･3)

多
武
文〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
3･5･16)

下
毛
野
公
助〔

―
〕

在
：
寛
弘
9年

に
大
原
野
祭
使
を
度
奉
仕
す

る
こ
と
あ
り
。(『

小
右
』長

和
3･2･3)/長

和
3･4･8、大

原
野
祭
使
を
奉
仕
す
。
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九
一

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
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六
号
（
二
〇
一
八
年
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物
部
武
能
ヵ〔

―
〕

在
：
大
日
本
古
記
録
本
は
多
武
吉
と
推
定

す
る
が
同
日
条
に「

将
曹
多
武
吉
」と

あ
り
。

(『
小
右
』長

和
3･5･16、11･15)

藤
原
頼
行〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
3･12･25)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』長

和
4･7･4)/茨

田
弘
近
父
。

(『
小
右
』同

4･7･5)
播
磨
保
信〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
4･5･2)/『

小
右
』同

4･
5･20、61歳

で
死
去
。

藤
原
(名

不
詳
)〔
―
〕

任
ヵ
：「

内
舎
人
藤
原

可
請
将
監
。」。

(『
小
右
』長

和
4･8･26)

長
和
4年

(1015)
高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(同

上
)

藤
原
頼
行〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
4･11･14)

下
毛
野
公
助〔

―
〕

在
：
年
預
に
任
ず
。(『

小
右
』長

和
4･6･11)

六
人
部
保
春〔

―
〕

任
ヵ
：
身
人
部
保
春
と
同
一
人
物
か
。(『

小
右
』長

和
4･8･26)

多
武
文〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
5･1･25)

下
毛
野
公
助〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
5･2･2)

(姓
不
詳
)貞

任〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
5･2･2)

長
和
5年

(1016)
物
部
武
能〔

―
〕

在
：「

武
吉
」に

つ
く
る
。或

い
は
多
武
吉

か
。(『

小
右
』長

和
5･3･8)

藤
原
良
任〔

―
〕

在
：
殿
上
雑
色
。(『

小
右
』長

和
5･2･8)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

和
5･3･2)

多
武
文〔

―
〕

在
：
76歳

。(『
左
経
』寛

仁
1･9･22，23、『

小
右
』同

1･9･22、『
御
堂
』同

1･9･23)
下
毛
野
助
宣〔

―
〕

在
：
(『
左
経
』寛

仁
1･9･22、『

御
堂
』同

1･
9･23)

藤
原
ヵ
致
輔〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
1･7･4)

寛
仁
元
年
(1017)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
左
経
』寛

仁
1･10･5)

六
人
部
保
春〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
1･8･23、『

左
経
』同

1･
12･5)

茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』寛

仁
1･4･3)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
1･9･22)

物
部
武
能〔

―
〕

在
：
(『
御
堂
』寛

仁
1･1･18)

寛
仁
2年

(1018)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
2･3･24)

六
人
部
保
春〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
2･4･24)

藤
原
ヵ
致
輔〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
2･10･24)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
2･5･8)/大

原
野
祭
使

(『
小
右
』同

2･11･13)
藤
原
ヵ
為
賢〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
2･10･25)

藤
原
光
任〔

―
〕

在
：
将
監
か
。(『

左
経
』寛

仁
3･11･23)

六
人
部
保
春〔

―
〕

在
：
畿
内
･紀

伊
相
撲
使
。(『

小
右
』寛

仁
3･

1･19)
藤
原
国
永〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
3･1･23)/藤

原
実
資
の

申
請
に
よ
り
将
監
に
任
じ
ら
る
か
。(『

小
右
』長

元
4･1･21)

寛
仁
3年

(1019)
茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

小
右
』寛

仁
3･2･2)/

「
称
老
屈
」。(『

小
右
』同

3･2･3)
高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
3･2･11)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
3･7･25)

寛
仁
4年

(1020)
茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
人
長
。(『

左
経
』寛

仁
4･9･24)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』寛

仁
4･10･4)

治
安
元
年
(1021)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
上
﨟
。(『

小
右
』治

安
1･3･29)

源
ヵ
清
親〔

(六
位
)〕

在
：
(『
小
右
』治

安
1･7･26)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
1･10･5)

治
安
2年

(1022)
茨
田
重
方〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
2･5･26)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
2･5･26)

狛
光
高
(―

)
在
：
(『
小
右
』治

安
3･1･7)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･1･19)

藤
原
為
資〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･8･11)

治
安
3年

(1023)
(姓

不
詳
)吉

真〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･4･17)/『

小
右
』に

勝
良
真
散
見
。同

一
人
物
か
。た

だ
し
勝
良
真

は
府
生
。

藤
原
ヵ
忠
節〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･11･18)

茨
田
重
方〔

(五
位
)〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･4･17)

(姓
不
詳
)吉

信〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』治

安
3･7･27)

茨
田
重
方〔

(五
位
か
)〕

在
：
山
城
介
。(『

小
右
』万

寿
1･4･17)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
1･9･19)

源
惟
頼〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
1･11･15)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
1･6･26)

藤
原
ヵ
国
行〔

―
〕

在
：「

地
下
将
監
」。(『

小
右
』万

寿
1･7･29)

万
寿
元
年
(1024)

(姓
不
詳
)吉

信〔
―
〕

在
：「

良
信
」に

つ
く
る
。(『

小
右
』万

寿
1･

9･19)

一
九
二

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）（
西
山
史
朗
）



藤
原
ヵ
助
通〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
1･12･25)

(姓
不
詳
)吉

真〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
1･12･28)

万
寿
2年

(1025)
高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
2･2･4)

高
階
為
善〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
2･7･6)

藤
原
為
資〔

―
〕

在
：
吉
田
祭
使
。(『

小
右
』万

寿
2･11･18)

万
寿
3年

(1026)
(姓

不
詳
)吉

真〔
―
〕

在
：
(『
左
経
』万

寿
3･11･28)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
3･7･30)

狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
4･5･3)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
藤
原
実
資
随
身
。(『

小
右
』万

寿
4･1･

3)
紀
惟
光〔

―
〕

在
：
大
神
祭
使
。(『

小
右
』万

寿
4･4･6)

万
寿
4年

(1027)
(姓

不
詳
)吉

信〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
4･7･26)

源
経
成〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。19歳

。(『
小
右
』万

寿
4･1･25、

『
蔵
人
』)

藤
原
為
資〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
4･7･28)

文
室
為
義〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』万

寿
4･3･6)

長
元
元
年
(1028)

菅
原
忠
時〔

―
〕

任
：
吉
田
祭
使
を
勤
仕
せ
ん
が
た
め
兵
庫

允
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。(『

小
右
』長

元
1･11･17)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
1･9･3)

紀
惟
光〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
1･11･9)

長
元
2年

(1029)
高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
2･②

･25)

長
元
3年

(1030)
狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』逸

文
長
元
3･8･21)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
3･5･2ヵ

)

紀
ヵ
延
行〔

―
〕

在
：
(同

上
)

尾
張
兼
時〔

―
〕

故
：
孫
に
安
行
。(『

左
経
』長

元
4･

･24)
下
毛
野
助
宣〔

―
〕

在
：
(『
左
経
』長

元
4･4･24、26)

菅
原
義
資〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
4･7･29)

狛
光
高〔

従
五
位
〕

在
：
(『
左
経
』長

元
4･10･22)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
権
随
身
に
任
ず
。(『

小
右
』長

元
4･1･

1)

長
元
4年

(1031)
秦
正
親〔

―
〕

在
：
(『
左
経
』長

元
4･4･24)

高
階
為
時〔

正
六
位
上
〕

任
：
藤
原
実
資
の
申
請
に
よ
り
内
舎
人
よ

り
将
監
に
任
ず
。(『

小
右
』長

元
4･1･21、1･

25、2･17)

藤
原
光
任〔

―
〕

在
：
(『
左
経
』長

元
4･6･27)

(姓
不
詳
)吉

真〔
―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
4･1･17)

長
元
5年

(1032)
藤
原
ヵ
資
経〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(『

小
右
』長

元
5･11･

20)

佐
伯
光
頼〔

―
〕

在
：
(『
小
右
』長

元
5･12･26)

長
元
7年

(1034)
(姓

不
詳
)高

信〔
―
〕

在
：
人
長
。(『

左
経
』長

元
7･11･23)

長
元
8年

(1035)
秦
正
親〔

―
〕

在
：「

正
近
」に

つ
く
る
。(『

平
遺
』550)

長
元
年
(1037)

(姓
不
詳
)持

宣〔
―
〕

在
：
人
長
。(『

行
親
』長

1･8･11)

長
暦
2年

(1038)
源
ヵ
経
光〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

暦
3･1･6)

下
毛
野
公
忠〔

―
〕

在
：
御
馬
交
易
使
。(『

春
記
』長

暦
2･10･8)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

暦
3･12･27)

下
毛
野
公
近〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

暦
3･11･20)

長
暦
3年

(1039)
多
政
方〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

暦
3･

･14)

下
毛
野
公
忠〔

―
〕

在
：
御
馬
交
易
使
。(『

春
記
』長

暦
3･

･
23)

長
久
元
年
(1040)

源
高
房〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

久
1･6･8)

下
毛
野
公
近〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

久
1･4･12)

高
扶
宣〔

―
〕

在
：
人
長
。(『

春
記
』長

久
1･9･28)

多
政
方〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』長

久
1･9･28)/す

で
に
死

去
。(『

春
記
』永

承
3･5･7)

長
久
2年

(1041)
秦
延
命〔

―
〕

在
：
大
原
野
祭
使
。(春

記『
長
久
2･2･12』)

寛
徳
元
年
(1044)

藤
原
国
祐〔

正
六
位
上
〕

任
：「

功
」(不

詳
)に

よ
り
左
近
将
監
に
任

ず
。(『

大
間
』第

八「
功
」)

寛
徳
2年

(1045)
下
毛
野
公
近〔

―
〕

在
：
(『
妙
音
院
』馬

允
代
用
叙
爵
将
監
例
)

一
九
三

佛
教
大
学
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永
承
2年

(1047)
藤
原
秀
房〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
所「

上
日
百
七
十
六
、夜

百
七
十

三
」。(『

朝
野
』第

五
朝
議
下
)

永
承
3年

(1048)
狛
光
高〔

―
〕

在
：
(『
春
記
』永

承
3･1･-)

永
承
7年

(1052)
下
毛
野
公
近〔

従
五
位
下
〕

在
：
す
で
に
叙
爵
あ
り
。(『

春
記
』永

承
7･

4･21)

天
喜
2年

(1054)
藤
原
良
任〔

正
六
位
上
〕

任
：
馬
出
室
功
に
よ
り
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
大
間
』第

八「
功
」)

天
喜
3年

(1055)
源
資
実〔

―
〕

在
：
(『
妙
音
院
』馬

頭
代
用
叙
爵
将
監
例
)

源
泰
経〔

―
〕

在
：
(『
妙
音
院
』馬

頭
代
用
叙
爵
将
監
例
)

康
平
元
年
(1058)

多
政
資〔

―
〕

在
：「

正
助
」に

つ
く
る
。(『

定
家
』康

平
1･

10･27)

康
平
4年

(1061)
狛
則
高〔

―
〕

在
：
(『
定
家
』康

平
4･10･25)

多
政
資〔

―
〕

在
：「

正
助
」に

つ
く
る
。(『

定
家
』康

平
4･

10･25)
秦
武
行〔

―
〕

在
：
(『
定
家
』康

平
4･4･11)

狛
則
高〔

―
〕

在
：
(『
定
家
』康

平
5･2･6)

多
政
資〔

―
〕

在
：
(『
定
家
』康

平
5･1･20)

秦
武
行〔

―
〕

在
：
(『
定
家
』康

平
5･1･13)

康
平
5年

(1062)
長
谷
季
頼〔

―
〕

在
：
権
随
身
。(『

定
家
』康

平
5･5･2)

滋
生
行
兼〔

―
〕

在
：
権
随
身
。(同

上
)

康
平
8年

(1065)
(姓

不
詳
)基

氏〔
―
〕

在
：
紀
基
武
の
誤
り
か
。(『

水
左
』康

平
8･

1･8)

承
保
2年

(1075)

藤
原
貞
季〔

正
六
位
上
〕

任
：
造
府
馬
留
屋
功
に
よ
り
内
舎
人
よ
り

左
近
将
監
に
任
ず
。(『

大
間
』第

八「
功
」)

藤
原
宗
範〔

正
六
位
上
〕

任
：
本
府
築
南
垣
功
に
よ
り
内
舎
人
よ
り

将
監
に
任
ず
。(『

大
間
』第

八「
功
」)

承
暦
元
年
(1077)

菅
野
友
時〔

正
六
位
上
〕

任
：
左
近
衛
大
将
源
師
房
の
大
将
請
に
よ

り
内
舎
人
菅
野
友
時
の
任
左
近
将
監
を
望

む
。(『

大
間
』第

六「
請
」)

承
暦
3年

(1079)
高
階
為
章〔

―
〕

在
：
(『
水
左
』承

暦
3･11･4)/蔵

人
。4月

、
右
近
将
監
に
任
ず
。永

保
元
年
に
越
後
守
に

任
ず
。(『

世
紀
』康

和
5･12･20)

永
保
元
年
(1081)

高
階
能
遠〔

(五
位
)〕

在
：「

左
近
大
夫
」と

あ
り
。(『

帥
記
』永

保
1･4･15)

応
徳
元
年
(1084)

狛
光
季〔

―
〕

在
：「

左
近
衛
尉
」。(『

水
左
』補

遺
永
保
四

年
正
月
十
七
日
)

応
徳
2年

(1085)
紀
成
奉〔

正
六
位
上
〕

任
ヵ
：
内
舎
人
よ
り
右
近
将
監
に
補
任
を

申
す
。(『

魚
魯
』別

録
巻
第
二「

府
官
」、「

諸
司
奏
」)

寛
治
元
年
(1087)

藤
原
隆
忠〔

―
〕

在
：
蔵
人
。一

﨟
と
な
す
に
よ
り
饗
応
会
あ

り
。(『

世
紀
』寛

治
1･11･19)

高
階
重
仲〔

―
〕

在
：
蔵
人
。一

﨟
と
な
す
に
よ
り
饗
応
あ

り
。(『

中
右
』寛

治
1･11･18)

高
階
重
仲〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。一

﨟
と
な
す
に
よ
り
饗
応
あ

り
。(『

中
右
』寛

治
1･11･18)/蔵

人
左
近
将

監
。の

ち
給
爵
し
、出

雲
守
に
任
ず
。(『

中
右
』保

安
1･9･26)

寛
治
2年

(1088)

狛
光
季〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』寛

治
2･1･19)/(『

白
河
』同

2･2･23)/(『
師
通
』同

2･4･1)
高
階
為
遠〔

―
〕

在
：「

近
衛
司
」。高

階
為
家
朝
臣
の
子
。

(『
帥
記
』寛

治
2･10･8)/蔵

人
。(『

中
右
』同

2･9･16、11･13)

藤
原
顕
隆〔

従
五
位
下
〕

在
：
蔵
人
。叙

爵
。(『

中
右
』寛

治
2･2･13)/

(『
白
河
』同

2･2･21)/左
近
大
夫
。(『

寛
治
』

同
2･3･23)/「

大
夫
将
監
」。(『

中
右
』同

2･
7･26)/院

判
官
代
に
任
ず
。(『

中
右
』大

治
4･1･15)

大
神
是
季〔

―
〕

任
：
右
近
将
監
に
転
任
す
る
。(『

中
右
』寛

治
2･1･19)

一
九
四

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）（
西
山
史
朗
）



寛
治
4年

(1090)
狛
光
季〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』寛

治
4･1･3)

多
資
忠〔

―
〕

任
：
将
監
に
転
任
す
る
。(『

中
右
』寛

治
4･

1･3)

平
季
定〔

―
〕

在
：
(『
江
逸
』寛

治
4･11･4)

寛
治
5年

(1091)

狛
光
季〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』寛

治
5･1･13)

多
資
忠〔

―
〕

在
：「

助
忠
」に

つ
く
る
。「

利
」を

舞
う
。

(『
師
通
』寛

治
5･3･27)/(『

中
右
』同

5･7･
29)

平
季
定〔

―
〕

在
：「

季
言
」と

あ
る
は
誤
り
か
。(『

江
逸
』

寛
治
5･1･16)

寛
治
6年

(1092)

源
有
政〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。も

と
典
薬
助
。(『

中
右
』寛

治
6･

2･17、『
蔵
人
』)

高
基
実〔

―
〕

在
：
(肥

前
権
守
ヵ
)判

官
代
。(『

中
右
』寛

治
6･4･30)

狛
光
季〔

従
五
位
下
か
〕

在
：
御
堂
供
養
に
お
い
て
賞
有
り
。栄

爵
。

(『
師
通
』寛

治
6･1･19)/(『

中
右
』同

6･7･
30)

狛
光
季〔

従
五
位
下
か
〕

在
：
(『
師
通
』寛

治
7･3･3)/(『

中
右
』同

7･
3･20)/春

日
社
御
幸
に
お
い
て
勧
賞
を
蒙

る
。「
光
季
堪
能
之
者
。年

七
十
」。(『

江
逸
』

同
7･3･20)

藤
原
季
安〔

(六
位
)〕

在
：
判
官
代
。(『

中
右
』寛

治
7･3･20)/一

院
判
官
代
。(『

中
右
』同

7･10･3)/「
為
院
蔵

人
任
左
近
将
監
」。年

不
詳
。(『

魚
魯
』別

録
巻
第
七「

次
任
衛
府
者
」)

源
惟
清〔

(五
位
)〕

在
：
吉
田
祭
使
を
辞
す
。(『

師
通
』寛

治
7･

4･17)/「
左
近
大
夫
」。(『

中
右
』同

7･8･15)

寛
治
7年

(1093)

多
資
忠〔

―
〕

在
：「

助
忠
」に

つ
く
る
。採

桑
老
を
舞
う
。

大
日
本
古
記
録
本
で
は
下
毛
野
助
忠
と
す

る
。(『

師
通
』寛

治
7･1･3)/(『

江
逸
』同

7･
3･20)/「

助
忠
」に

つ
く
る
。(『

中
右
』同

7･
12･15)

高
階
基
実〔

(六
位
)〕

在
：
判
官
代
。(『

中
右
』寛

治
7･3･20)

高
階
仲
兼〔

正
六
位
上
〕

在
：
(『
中
右
』嘉

保
1･3･

9
)
/
蔵
人
。
(『
中

右
』同

1･3･28、『
蔵
人
』)/祈

雨
奉
幣
貴
布

禰
使
蔵
人
。(『

中
右
』同

1･7･2)
高
階
基
実〔

従
五
位
下
〕

在
：
府
奏
に
よ
り
叙
爵
。一

院
判
官
代
。

(『
中
右
』嘉

保
1･1･13)

嘉
保
元
年
(1094)

下
毛
野
敦
季〔

―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
左
近
将
曹
よ
り
左
近

将
監
に
任
ず
。(『

中
右
』嘉

保
1･3･28)/大

将
(藤

原
忠
実
ヵ
)権

随
身
。(『

中
右
』同

1･
3･28)/「

院
」。「

厚
季
」に

つ
く
る
。(『

江
逸
』

同
1･4･14)

大
中
臣
行
季〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』嘉

保
1･10･30)

狛
光
季〔

従
五
位
下
か
〕

在
：
(『
江
逸
』嘉

保
1･4･14)/(『

中
右
』同

1･5･2)
多
資
忠〔

―
〕

在
：
(『
江
逸
』嘉

保
1･4･14)/「

佐
忠
」に

つ
く
る
。(『

中
右
』同

1･5･4)

高
階
仲
兼〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。蔵

人
。(『

中
右
』嘉

保
2･1･7)

多
資
忠〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』嘉

保
2･2･27)

狛
光
季〔

従
五
位
下
か
〕

在
：
(『
中
右
』嘉

保
2･1･16)

下
毛
野
敦
季〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』嘉

保
2･4･19)

嘉
保
2年

(1095)
藤
原
季
安〔

―
〕

在
ヵ
：「

右
近
判
官
代
」。(『

中
右
』嘉

保
2･

5･27)

藤
原
ヵ
道
経〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』嘉

保
2･7･30)

大
中
臣
行
季〔

―
〕

在
：
(同

上
)

藤
原
高
基〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

中
右
』永

長
1･1･5)

大
中
臣
頼
長〔

従
五
位
下
〕

在
：
叙
爵
。(『

中
右
』永

長
1･1･5)

多
資
忠〔

―
〕

在
ヵ
：
(『
中
右
』永

長
1･3･23)

永
長
元
年
(1096)

上
村
主
経
遠〔

―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
、内

舎
人
よ
り
左
近
将

監
に
任
ず
。(『

中
右
』永

長
1･1･23)

小
野
行
長〔

―
〕

任
：
除
目
に
お
い
て
、内

舎
人
よ
り
右
近
将

監
に
任
ず
。(『

中
右
』永

長
1･1･23)

安
倍
信
貞〔

―
〕

任
：
同
上
。(同

上
)

藤
原
季
安〔

―
〕

在
：
判
官
代
。(『

中
右
』永

長
1･2･23)

下
毛
野
敦
季〔

―
〕

故
：
子
息
近
季
陸
奥
国
よ
り
上
洛
の
時
、死

去
。(『

中
右
』承

徳
1･①

･28)

承
徳
元
年
(1097)

狛
光
季〔

従
五
位
下
か
〕

在
：「

光
末
」に

つ
く
る
。(『

中
右
』承

徳
1･

3･28)/(『
時
範
』同

1･10･17)
多
資
忠〔

―
〕

在
：「

佐
忠
」に

つ
く
る
。多

時
方
父
。(『

中
右
』承

徳
1･3･28)/(『

時
範
』同

1･10･17)

一
九
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教
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承
徳
2年

(1098)

狛
光
季〔

従
五
位
下
か
〕

在
：
(『
中
右
』承

徳
2･10･10)

多
資
忠〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』承

徳
2･10･20)/康

和
2年

、
子
資
方
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
る
。「
採
桑
老

胡
飲
酒
･神

楽
絶
了
」。(『

延
暦
』康

和
2･

6･15)

藤
原
ヵ
宗
実〔

(五
位
)〕

在
：
左
近
大
夫
。(『

中
右
』承

徳
2･11･13)

惟
宗
順
貞〔

正
六
位
上
〕

任
ヵ
：「

以
私
物
造
進
本
府
檜
皮
葺
之
倉
一

宇
功
」お

よ
び
源
道
任
栄
爵
替
に
よ
り
内
舎

人
よ
り
将
監
転
任
を
申
す
。(『

魚
魯
』巻

第
二「

府
官
」、「

諸
司
奏
」)

康
和
元
年
(1099)

高
階
仲
章〔

従
五
位
下
〕

在
：
白
河
上
皇
よ
り
叙
爵
す
べ
き
旨
あ
り
。

(『
世
紀
』、『

師
通
』康

和
1･1･6)

小
野
行
長〔

従
五
位
下
〕

在
：
(『
世
紀
』康

和
1･1･6)

大
江
重
忠〔

―
〕

在
：
府
奏
に
よ
り
内
舎
人
よ
り
左
近
将
監

に
任
ず
。(『

世
紀
』康

和
1･11･23)

藤
原
盛
経〔

正
六
位
上
〕

任
：
左
大
将
藤
原
忠
実
の
請
に
よ
り
内
舎

人
よ
り
将
監
に
任
ず
。(『

世
紀
』康

和
1･1･

23)/右
大
将
源
雅
実
の
大
将
請
に
よ
り
、内

舎
人
藤
原
盛
経
の
任
将
監
を
望
む
。(『

大
間
』第

六「
請
」)

康
和
4年

(1102)
狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：
上
﨟
。(『

中
右
』康

和
4･1･2)/舞

師
。

(『
中
右
』同

2･3･9)/大
夫
将
監
。(『

中
右
』

同
4･7･15)/散

手
賞
に
よ
り
一
階
を
賜
る
。

(『
中
右
』同

4･7･21)

高
階
宗
章〔

従
五
位
下
〕

在
：
蔵
人
。叙

爵
。(『

中
右
』)康

和
4･2･2

高
階
仲
兼〔

(五
位
)〕

在
左
近
大
夫
。：

(『
中
右
』康

和
5･1･1、『

殿
』同

5･6･15)
紀
盛
経〔

従
五
位
下
〕

在
：
府
奏
に
よ
り
叙
爵
宣
旨
あ
り
。祭

除
目

に
お
い
て
叙
爵
。(『

中
右
』、『

世
紀
』康

和
5･

4･8)

康
和
5年

(1103)
狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：
胡
飲
酒
お
よ
び
採
桑
老
に
つ
い
て
語

る
。大

夫
将
監
。(『

中
右
』康

和
5･12･20)/

興
福
寺
供
養
に
お
い
て
一
階
を
賜
う
。(『

殿
』同

5･7･25)

高
階
雅
章
(従

五
位
下
)

任
：
蔵
人
。紀

盛
経
叙
爵
の
替
に
よ
り
右
近

将
監
に
任
ず
。「
雄
章
」に

つ
く
る
。(『

中
右
』

康
和
5･4･8『

世
紀
』同

5･4･11、『
蔵
人
』)/

叙
爵
。(『

世
紀
』同

5･6･9)

源
詮
俊〔

―
〕

任
：
祭
除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に
任
ず
。

(『
中
右
』康

和
5･4･8)

長
治
元
年
(110４

)
狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：「

光
末
」に

つ
く
る
。左

近
大
夫
。(『

中
右
』長

治
1･1･3)

長
治
2年

(1105)
狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：
(『
中
右
』、『

江
逸
』長

治
2･1･5)

橘
資
康〔

―
〕

在
：
(『
栄
昌
』嘉

承
1･12･16)

紀
経
則〔

―
〕

在
：
(『
栄
昌
』嘉

承
1･12･16)

嘉
承
元
年
(1106)

狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：
左
近
大
夫
将
監
。一

階
を
賜
う
。(『

中
右
』、『

栄
昌
』嘉

承
1･12･17)

中
原
季
行〔

正
六
位
上
〕

任
：
外
記
奏
に
よ
り
左
近
将
監
に
任
ず
。

(『
大
間
』第

七「
諸
司
奏
」)

嘉
承
2年

(1107)

狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：
(『
長
秋
』嘉

承
2･1･3、『

殿
』同

2･3･
3)/大

夫
将
監
。(『

中
右
』同

2･12･1)
藤
原
清
隆〔

正
六
位
上
〕

在
：
蔵
人
。(『

中
右
』、『

栄
昌
』嘉

承
2･5･

23、『
蔵
人
』)

藤
原
長
隆〔

正
六
位
上
〕

任
：
蔵
人
、一

﨟
。坊

官
除
目
に
お
い
て
左

近
将
監
に
任
ず
。(『

中
右
』嘉

承
2･10･22)

高
階
泰
兼〔

正
六
位
上
〕

任
：
蔵
人
。小

除
目
に
お
い
て
右
近
将
監
に

任
ず
。(『

殿
』、『

中
右
』嘉

承
2･11･25)

天
仁
元
年
(1108)

豊
原
時
元〔

―
〕

在
：
(『
中
右
』天

仁
1･4･16)

秦
兼
方〔

―
〕

在
：
(『
殿

』天
仁
1･11･18)

狛
光
季〔

(五
位
)〕

在
：
(『
江
記
』天

仁
1･11･21)/大

夫
将
監
。

「
舞
伝
数
代
、躰

法
絶
妙
」。(『

中
右
』同

1･
12･19)

天
仁
2年

(1109)
秦
兼
方〔

―
〕

在
：「

府
者
」。(『

殿
』天

仁
2･8･2)

一
九
六

近
衛
府
下
級
官
人
補
任
稿
（
１
）（
西
山
史
朗
）


